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これまで，金星大気中に存在する熱潮汐波（Takagi and Matsuda, 2005, 2006, 2007; Takagi et al., 
2018）や傾圧不安定波（Sugimoto et al., 2014a, 2014b），順圧不安定波，極渦中に存在する特異な構
































て変化する（Hashimoto and Abe, 2001）。しかしながら，本研究では雲の生成・消滅過程に対する大
気運動の影響に焦点をあてるため，硫酸エアロゾルの濃度を 85%に固定し，この依存性を無視した。
また，雲粒の落下速度や数密度はPioneer Venus の観測結果（Knollenberg and Hunten, 1980）に基
づく雲の粒径分布を仮定することによって評価する。
さらに，以上のように定式化された雲物理モデルをAFES-Venus に実装した。雲のない状態を初
期状態として，T42L60 の解像度（水平方向には球面調和関数の 42 モードで関数展開，鉛直方向に
は 60 層で差分化）で 15 地球年ほど数値積分した結果，（1）Imamura and Hashimoto（1998）で指摘
された低緯度下部雲層への雲の濃集はほとんどみられなかったが，（2）極域下部雲層に顕著な濃集が
みられた。（1）の違いは Imamura and Hashimoto（1998）が仮定した強い子午面循環に原因があると
考えられる。すなわち，彼らのモデルでは低緯度では子午面循環に伴う強い上昇流によって雲粒の落
下が妨げられ，下部雲層で雲が濃集する。（2）については現在解析を進めているところであるが，近























ensemble transform Kalman filter）を AFES-Venus に組み込み，世界初の金星大気データ同化シス
テムの開発を進めた（Sugimoto et al., 2017）。作成したデータ同化システムの有効性を検証するため，
いくつかの数値実験を行ったところ，（1）同化データに含まれる熱潮汐波によってGCM中に観測と













大気スーパーローテーション生成の可能性などが議論されてきた（Fels and Lindzen, 1974; Plumb, 
1975; Pechmann and Ingersoll, 1984; Newman and Leovy, 1992; Takagi and Matsuda, 2005, 2006, 
2007）。しかしながら，熱潮汐波に伴う風速や温度偏差の 3次元構造に関する研究は詳しく行われて
おらず，Venus Express やあかつき観測データから雲頂付近（高度約 70km）の風速分布を解釈する
上で問題があった。
本研究ではまず，AFES-Venus の数値シミュレーションデータを解析し，熱潮汐波に伴う風速と






































があかつきの金星周回軌道（1周回が約 11 日）の中でも金星の背面に入って出ていく 2度のタイミ
ングのみに限定されることである。また，観測領域のカバレッジも非常にまばらであり，鉛直方向の
大気構造を把握するには適しているが，水平方向の大気構造は限定的な情報しか得られない。
そこで，我々のグループでは，2017 年 6 月に，あかつきの RS観測と全く同じ観測日時に地上サ
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Center for Planetary Atmospheric Science:







Center for Planetary Atmospheric Science has been established as one of the research centers in 
Institute of Comprehensive Academic Research in 2017 to understand atmospheric dynamics and 
surface environments of planets in our and exo solar systems. As a first step, we study the whole 
system of the Venus atmospheric by combining theoretical and numerical models and satellite- and 
ground-based observations. Here we report the activities and progress of our research in FY2017.
Keywords : Planetary meteorology, Planetary atmospheric science, Venus atmospheric superrotation, 
Venus Climate Orbiter Akatsuki, Data assimilation
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